
l   

一
序
 
 

別
稿
に
お
い
て
明
ら
か
に
し
て
い
る
よ
う
に
、
O
C
A
M
プ
ラ
ン
全
体
を
通
し
て
、
原
理
的
に
最
も
注
目
さ
．
れ
る
点
は
、
損
益
計
 
 

算
が
、
付
加
価
値
計
算
を
重
視
す
る
立
場
で
な
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
結
果
、
費
用
勘
定
や
収
益
勘
定
も
ま
た
付
 
 

加
価
値
測
定
の
立
場
か
ら
規
定
さ
れ
、
費
用
・
収
益
に
関
す
る
勘
定
群
は
ユ
ニ
ー
ク
さ
を
見
せ
て
い
る
。
そ
れ
に
伴
っ
て
、
損
益
計
 
 

算
書
が
独
特
な
も
の
に
な
っ
て
い
る
こ
と
ほ
、
当
然
の
帰
結
で
あ
る
。
 
 

2   

本
稿
で
は
、
そ
の
よ
う
な
、
O
C
A
M
プ
ラ
ン
独
自
の
損
益
計
算
の
講
造
を
明
ら
か
に
し
て
み
た
い
と
思
須
U
 
 

∽
 
拙
稿
「
O
C
A
M
プ
ラ
ン
の
性
格
－
－
プ
ラ
ン
・
コ
ン
タ
プ
ル
改
正
と
の
関
連
に
お
い
て
1
」
 
（
日
本
会
計
研
究
学
会
箪
三
回
大
会
 
 

O
C
A
M
プ
ラ
ン
の
研
究
肖
 
 
 

研
究
 
ノ
Ⅰ
卜
 
 

O
C
A
M
プ
ラ
ン
の
研
究
8
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二
　
損
益
に
関
す
る
諸
勘
定
の
構
成

　
損
益
に
関
す
る
諸
勘
定
（
8
日
p
i
d
e

g
e
s
t
i
o
己
は
、
ク
ラ
ス
六
（
費
用
）
と
ク
ラ
ス
七
（
収
益
）
お
よ
び
ク
ラ
ス
○
六
（
損
失
）
と

ク
ラ
ス
○
七
（
利
得
）
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
ク
ラ
ス
六
と
七
と
が
経
営
活
動
（
o
p
e
r
a
t
i
o
n
s

d
'
x
p
l
o
i
t
a
t
i
o
n
)
の
記
録

に
、
ク
ラ
ス
○
六
と
○
七
と
が
、
経
営
外
活
動
（
o
p
e
r
a
t
i
o
n
s
h
o
r
s

e
x
p
l
o
i
t
a
t
i
o
n
)
の
記
録
に
留
保
さ
れ
て
い
る
。

　
二
ｌ
一
　
費
用
・
損
失
勘
定

　
費
用
は
、
「
中
間
消
費
」
（
c
o
n
s
o
m
m
a
t
i
o
n
s

i
n
t
e
r
m
e
d
i
a
i
r
e
s
)
と
「
付
加
価
値
構
成
分
」
（
c
o
m
p
o
s
a
n
t
e
s

d
e

l
a

v
a
l
e
u
r

a
j
o
u
t
e
e
)
の

ふ
た
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
ら
れ
る
。
こ
こ
で
「
中
間
消
費
」
と
は
、
「
会
計
単
位
の
外
部
に
お
い
て
取
得
さ
れ
る
財
と
用
役
の
、

生
産
過
程
に
お
け
る
吸
収
と
い
う
事
実
に
よ
っ
て
こ
う
む
っ
た
費
用
」
（
o
h
a
r
g
e
s

e
n
c
o
u
r
u
e
s

d
u

f
a
i
t
d
e
7
r
o
r
p
t
i
o
n

p
a
r

l
e

p
r
?

o
e
s
s
u
s
d
Q
p
r
o
d
μ
R
o
o
d
e

b
i
e
n
s

e
t

s
e
r
v
i
c
e
s

a
c
q
u
i
s

a

l
'
e
x
t
e
r
i
e
u
r
d
e

1
'
u
n
i
t
e

c
o
m
p
t
a
b
l
e
)
で
あ
る
。
ま
た
、
「
付
加
価
値
構
成

分
」
は
、
経
済
学
者
に
ょ
っ
て
、
「
『
生
産
要
素
』
に
報
酬
を
与
え
る
こ
と
に
仕
え
る
9
e
笥
e
n
t

a

r
e
m
u
n
e
r
e
r

l
e
s
A
f
a
c
t
e
u
r
s
v
d
e

l
a

p
r
o
d
u
c
t
i
o
n
)
も
ら
」
と
考
え
ら
れ
て
い
る
要
素
で
あ
る
。

　
こ
れ
は
、
明
ら
か
に
、
ケ
イ
ン
ズ
流
の
ュ
Ｉ
ザ
ー
・
コ
ス
ト
と
フ
ァ
ク
タ
ー
・
コ
ス
ト
の
概
念
を
、
そ
の
ま
ま
会
計
の
領
域
に
持

込
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
余
り
に
も
法
律
的
な
解
釈
が
強
か
っ
た
、
こ
れ
ま
で
の
フ
ラ
ン
ス
流
会
計
観
へ
の
反
動
と
も
考
え
ら
れ
る
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が
、
と
も
か
く
、
経
済
学
的
な
立
場
を
明
確
に
し
た
点
は
、
こ
の
Ｏ
Ｃ
Ａ
Ｍ
プ
ラ
ン
の
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
ク
ラ
ス
六
の
最
初
の
勘
定
で
あ
る
、
六
〇
の
「
売
上
原
価
」
（
s
t
o
c
k
s

v
e
n
d
u
s
）
は
、
商
業
上
の
中
間
消
費
で
あ
る
と

　
　
　
　
　
　
　
㈲

考
え
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
結
局
、
中
間
消
費
に
属
す
る
勘
定
は
、
六
〇
か
ら
六
三
ま
で
の
諸
勘
定
、
つ
ま
り
「
売
上
原
価
」
（
六
〇
）

　
「
消
費
材
料
・
消
費
貯
蔵
品
」
(
m
a
t
i
e
r
e
s

e
t

f
o
u
r
n
i
t
u
r
e
sc
o
n
s
o
m
m
e
e
s
)
(
六
一
)
､
｢
運
賃
｣
(
t
r
a
n
s
p
o
r
t
s

c
o
n
s
o
m
m
e
s
)
(
六
二
)

　
「
そ
の
他
の
消
費
用
役
」
（
a
u
t
r
e
s

s
e
r
v
i
c
e
sc
o
n
s
o
m
m
e
s
)
（
六
三
）
か
ら
成
る
。

　
残
り
の
費
用
勘
定
は
、
す
べ
て
「
付
加
価
値
構
成
分
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
か
ら
、
要
約
し
て
図
式
化
す
れ
ば
、
費
用
に
関
す
る

勘
定
は
次
の
よ
う
に
示
す
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
中
間
消
費
（
ュ
ー
ザ
ー
・
コ
ス
ト
）

　
　
　
　
六
〇
　
売
上
原
価

　
　
　
　
六
一
　
消
費
材
料
・
消
費
貯
蔵
品

　
　
　
　
六
二
　
運
賃

　
　
　
　
六
三
　
そ
の
他
の
消
費
用
役

　
　
付
加
価
値
構
成
分
（
フ
ア
ク
タ
ー
・
コ
ス
ト
）

　
　
　
　
六
四
　
そ
の
他
の
費
用
（
内
容
は
後
述
）

　
　
　
　
六
五
　
人
件
費

　
　
　
　
六
六
　
租
税
公
課

　
　
　
　
六
七
　
利
息
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六
八
　
減
価
償
却
費
・
減
価
引
当
金
繰
入
額

　
費
用
の
認
識
に
関
し
て
は
、
「
そ
れ
が
生
じ
た
期
間
」
（
l
a

p
e
r
i
o
d
e

o
u

e
l
l
e
s

o
n
t

p
r
i
s

n
a
i
s
s
a
n
c
e
s
）
と
い
う
表
現
が
見
ら
れ
る
こ

と
、
費
用
に
つ
い
て
の
考
え
方
が
上
述
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
こ
と
、
お
よ
び
、
四
七
、
四
八
に
決
算
整
理
勘
定
が
設
け
ら
れ
て
い

る
こ
と
な
ど
か
ら
し
て
、
一
方
で
、
生
産
と
の
関
連
で
の
「
発
生
コ
ス
ト
」
を
全
部
当
期
費
用
と
し
て
認
識
し
、
他
方
で
、
そ
れ
以

外
の
コ
ス
ト
に
つ
い
て
は
、
当
該
期
間
の
損
益
へ
の
帰
属
を
問
題
に
し
て
期
間
限
定
す
る
立
場
が
と
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
点
は
、
費

用
と
原
価
と
の
関
連
を
ど
う
把
握
す
る
か
、
あ
る
い
は
、
端
的
に
言
っ
て
、
会
計
学
的
に
費
用
概
念
を
統
一
的
に
考
え
な
く
て
良
い

か
ど
う
か
に
つ
い
て
、
問
題
が
あ
る
部
分
で
あ
る
。
ま
た
、
製
品
に
つ
い
て
は
、
後
に
よ
り
明
確
化
す
る
よ
う
に
、
「
売
上
原
価
」

を
計
算
把
握
せ
ず
、
こ
の
点
は
付
加
価
値
計
算
の
み
を
行
な
お
う
と
す
る
Ｏ
Ｃ
Ａ
Ｍ
プ
ラ
ン
の
立
場
が
浮
彫
に
さ
れ
る
点
で
あ
る
。

　
費
用
に
関
す
る
各
勘
定
に
つ
い
て
は
、
そ
の
各
々
に
異
常
な
も
の
が
生
ず
る
と
の
判
断
か
ら
、
Ｏ
Ｃ
Ａ
Ｍ
プ
ラ
ン
は
、
上
記
の
各

勘
定
コ
ー
ド
の
前
に
零
を
付
す
こ
と
に
ょ
っ
て
、
「
経
常
的
営
業
活
動
（
e
x
p
l
o
i
t
a
t
i
o
n

c
o
u
r
a
n
t
e
）
に
関
係
し
な
い
取
引
な
い
し
過

年
度
に
関
す
る
取
弘
」
を
「
損
失
」
（
l
l
）
と
し
て
把
握
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
勘
定
名
は
先
の
費
用
に
関
す
る
も

の
と
同
じ
で
あ
っ
て
、
コ
ー
ド
番
号
の
上
で
、
費
用
の
各
コ
ー
ド
に
零
を
先
行
さ
せ
て
、
○
六
か
ら
○
六
八
に
よ
っ
て
損
失
を
収
容

す
る
の
で
あ
る
。

　
ニ
ー
ニ
　
収
益
・
利
得
勘
定

　
付
加
価
値
計
算
を
中
心
に
据
え
た
結
果
、
収
益
に
関
す
る
勘
定
も
ま
た
ぎ
わ
め
て
ユ
ニ
ー
ク
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
七
〇
の

「
商
品
売
上
」
（
v
e
n
t
e
s

d
e

m
a
r
c
h
a
n
d
i
s
e
s
)
や
七
一
の
「
製
品
売
上
」
（
p
r
o
d
u
c
t
i
o
n

v
e
n
d
u
e
）
は
と
も
か
く
、
「
製
品
在
庫
（
変
動
）
」

（
p
r
o
d
u
c
t
i
o
n

s
t
o
c
k
e
e

o
u

d
e
s
t
o
c
k
a
g
e
)
（
七
二
）
や
「
自
家
用
生
産
」
（
t
r
a
v
a
u
x

f
a
i
t
s

p
a
r

l
'
e
n
t
r
e
p
r
i
s
e

p
o
u
r

e
l
l
e
-
m
S
m
e
)
（
七
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三
）
に
至
っ
て
は
、
従
来
の
収
益
概
念
で
は
到
底
把
握
し
え
な
い
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
は
明
ら
か
に
、
付
加
価
値
計
算
を
遂
行

す
る
こ
と
か
ら
結
果
す
る
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
七
一
か
ら
七
三
ま
で
は
、
「
生
産
勘
定
」
と
し
て
グ
ル
ｌ
プ
化
さ
れ
て
お
り
、

こ
こ
で
は
、
当
期
に
売
却
さ
れ
た
製
品
を
売
上
価
格
で
、
ま
た
売
却
さ
れ
な
か
っ
た
分
に
つ
い
て
は
製
造
原
価
で
測
定
さ
れ
計
上
さ

れ
る
。

　
な
る
ほ
ど
、
付
加
価
値
を
計
算
す
る
と
い
う
使
命
を
遂
行
す
る
た
め
に
は
、
結
局
の
と
こ
ろ
こ
れ
以
外
に
方
法
が
な
い
の
か
も
し

れ
な
い
が
、
「
収
益
」
と
い
う
も
の
の
持
つ
意
味
を
再
考
す
る
必
要
は
あ
り
そ
う
で
あ
る
。

　
な
お
、
七
四
以
下
は
、
七
四
「
雑
収
益
」
（
p
r
o
d
u
i
t
s

d
i
v
e
r
s
)
、
七
六
「
経
営
助
成
金
」
（
s
u
b
v
e
n
t
i
o
n
s

d
'
e
x
p
l
o
i
t
a
t
i
o
n
)
’
七
七

　
「
受
取
利
得
・
配
当
金
」
（
i
n
t
e
r
e
t
s

e
t
d
i
v
i
d
e
n
d
e
sr
e
c
u
s
)
（
七
五
と
七
八
は
な
い
）
で
あ
り
、
利
得
勘
定
は
、
損
失
の
場
合
と
同
様

に
、
こ
れ
ら
の
各
勘
定
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
そ
の
コ
ー
ド
番
号
に
「
○
」
が
先
行
す
る
形
で
設
け
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
○

七
三
は
「
固
定
な
い
し
移
転
費
用
」
（
f
r
a
i
s

a

i
m
m
o
b
i
l
i
s
e
r
o
u

a

t
r
a
n
s
f
e
r
e
r
)
（
こ
の
内
容
に
つ
い
て
は
次
節
で
触
れ
る
）
で
あ
り
、
収

益
に
関
し
て
は
存
在
し
な
い
七
八
に
相
当
す
る
○
七
八
は
、
「
減
価
償
却
引
当
金
戻
入
・
減
価
引
当
金
戻
入
」
勘
定
と
な
っ
て
い
る
。
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三
　
損
益
計
算
の
プ
ロ
セ
ス

　
損
益
計
算
の
た
め
の
勘
定
群
か
ら
な
る
ク
ラ
ス
八
は
、
経
営
管
理
の
指
標
的
金
額
（
s
o
l
d
e
s

c
a
r
a
c
t
e
r
i
s
t
i
q
u
e
s
d
e

g
e
s
t
i
o
n
)
と
し

て
、
次
の
勘
定
番
号
の
も
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
以
下
の
よ
う
な
金
額
を
明
ら
か
に
す
る
。
す
な
わ
ち
、

　
　
　
ハ
○
ー
商
業
な
い
し
商
的
活
動
の
粗
利
益

　
　
　
八
一
ー
企
業
の
付
加
価
値
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ハ
ニ
ー
経
営
損
益

　
　
　
○
ハ
ニ
ー
非
経
営
損
益

　
　
　
八
四
ー
固
定
資
産
譲
渡
損
益

　
　
　
八
五
ｌ
税
引
前
純
損
益

　
　
　
八
六
ｌ
企
業
利
潤
税

　
　
　
八
七
〇
ー
当
期
純
損
益

　
そ
こ
で
、
以
下
、
そ
の
お
の
お
の
の
内
容
を
、
順
次
検
討
し
て
み
た
い
と
思
う
。

　
三
ｌ
一
　
粗
利
益
の
算
定
（
d
e
t
e
r
m
i
n
a
t
i
o
n

d
el
a
m
a
r
g
e
b
r
u
t
e
)

　
実
質
的
に
「
商
品
の
売
上
総
利
益
の
算
定
」
に
当
た
る
「
粗
利
益
の
算
定
」
は
、
貸
方
に
商
品
純
売
上
高
を
、
借
方
に
売
上
原
価

を
計
上
す
る
こ
と
に
ょ
っ
て
な
さ
れ
る
。

　
七
〇
の
「
商
品
売
上
」
勘
定
は
、
商
的
企
業
に
と
っ
て
は
、
開
設
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。
混
合
企
業
（
商
的
に
し
て
工
的
な

企
業
）
の
場
合
に
は
、
原
則
と
し
て
商
的
な
部
分
を
こ
の
勘
定
で
処
理
す
る
が
、
同
一
種
類
の
商
品
と
製
品
を
扱
っ
て
い
る
よ
う
な

場
合
に
は
、
こ
の
勘
定
の
み
で
処
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
生
産
活
動
だ
け
を
営
ん
で
い
る
企
業
の
場
合
に
も
、
製
品
売
上

を
こ
の
勘
定
に
よ
っ
て
処
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
場
合
の
付
加
価
値
は
、
製
造
原
価
に
関
す
る
粗
利
益
と
付
加
原
価
（
8
1
1
t

a
j
o
u
t
e
)
と
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
。

　
左
の
、
勘
定
処
理
に
関
す
る
図
式
は
、
企
業
の
一
般
的
な
処
理
の
ケ
ー
ス
、
す
な
わ
ち
継
続
記
録
法
を
採
用
し
て
い
る
場
合
を
前

提
に
し
て
い
る
。
こ
の
場
合
に
は
、
商
品
の
売
上
が
あ
る
た
び
に
、
次
の
よ
う
な
仕
訳
（
現
金
売
り
を
仮
定
）
を
通
し
て
、
「
売
上
原
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次
の
よ
う
な
仕
訳
（
一
六
七
ペ
ー
ジ
）
が
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

価
」
勘
定
の
記
入
が
な
さ
れ
る
。

　
　
　
（
現
　
　
金
）
ｘ
ｘ
ｘ
　
（
売
　
　
上
）
Ｘ
ｘ
ｘ

　
　
　
（
売
上
原
価
）
ｘ
ｘ
ｘ
　
（
商
　
　
品
）
ｘ
ｘ
ｘ

　
一
方
、
継
続
記
録
を
実
施
せ
ず
、
期
末
実
地
棚
卸
の
み
に
依
存
し
て
い
る
場
合
に
は
、
「
売
上
原
価
」
勘
定
へ
の
記
入
は
、
次
の

よ
う
な
か
た
ち
で
な
さ
れ
る
。

　
勘
定
処
理
の
仕
方
に
、
や
や
特
殊
な
点
が
あ
る
ほ

か
は
、
粗
利
益
の
算
定
に
関
し
て
内
容
的
に
問
題
に

な
る
点
は
な
い
よ
う
に
思
う
。

　
三
ｌ
ニ
　
付
加
価
値
の
算
定
（
d
e
t
e
r
m
i
n
a
t
i
o
n
d
e

l
a
v
a
l
e
u
ra
i
o
u
t
e
e
)

　
付
加
価
値
の
算
定
は
、
貸
方
に
粗
利
益
と
生
産
高

　
（
つ
ま
り
製
品
売
上
、
製
品
在
庫
（
変
動
）
お
よ
び
自
家
用

生
産
）
を
、
借
方
に
中
間
消
費
（
つ
ま
り
消
費
材
料
・

貯
蔵
品
、
運
賃
お
よ
び
そ
の
他
の
消
費
用
役
）
を
計
上
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
製
品
に
関
し
て
は
、
売
上
の
時
点
で
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（
得
意
先
ま
た
は
財
務
動
定
）
ｘ
ｘ
ｘ
（
製
品
売
上
）
ｘ
ｘ
ｘ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
政
　
　
府
）
Ｘ
ｘ
ｘ

　
　
　
　
（
製
　
品
　
在
　
庫
（
変
動
）
）
ｘ
ｘ
ｘ
（
製
　
　
品
）
ｘ
ｘ
ｘ

　
こ
こ
で
、
貸
方
の
「
政
府
」
勘
定
は
、
売
上
金
額
の
う
ち
か
ら
、
得
意
先
が
負
担
す
る
付
加
価
値
税
な
ど
の

税
金
分
を
控
除
し
て
、
そ
れ
を
一
時
預
り
金
の
形
で
企
業
が
政
府
に
対
し
債
務
を
負
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て

い
る
ｏ
ま
た
、
「
製
品
在
庫
（
変
動
）
」
勘
定
は
、
こ
の
仕
訳
だ
け
か
ら
す
る
と
、
先
の
商
品
売
上
の
場
合
と
同

様
に
売
上
原
価
を
収
容
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
そ
う
だ
が
、
実
際
は
そ
う
で
は
な
い
ｏ
す
な
わ
ち
、
上

に
示
し
た
よ
う
に
、
「
製
品
在
庫
（
変
動
）
」
勘
定
の
借
方
に
は
、
先
の
仕
訳
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
倉
庫
か
ら

の
払
出
し
の
都
度
、
そ
の
払
出
し
製
品
原
価
を
計
上
す
る
ほ
か
、
期
首
の
仕
掛
品
有
高
を
計
上
す
る
〇
そ
し

て
、
他
方
の
貸
方
に
は
、
倉
庫
へ
の
受
入
れ
額
と
期
末
仕
掛
品
有
高
を
記
入
す
る
〇

　
具
体
例
を
設
定
し
て
検
対
し
て
み
ょ
う
〇
（
単
位
省
略
）

第
１
年
度

　
①
製
造
原
価
三
〇
〇
の
製
品
が
完
成
。

　
　
　
　
（
製
　
　
品
）
　
ω
〇
〇
　
　
（
製
品
在
庫
（
変
動
）
）
　
ω
ｏ
〇

　
②
製
造
原
庫
五
〇
〇
の
製
品
が
完
成
ｏ

　
　
　
　
（
製
　
　
品
）
　
5
ｏ
ｏ

　
（
製
品
在
庫
（
変
動
）
）
　
5
ｏ
ｏ

　
③
上
の
、
原
価
三
〇
〇
の
製
品
を
三
七
〇
で
現
金
売
り
。

― 167 －



　
　
　
　
（
現
　
　
　
　
　
金
）
　
ω
7
〇

　
（
製
　
品
売
　
上
）
　
ω
7
ｏ

　
　
　
　
（
製
品
在
庫
（
変
動
）
）
　
ω
ｏ
ｏ
　
　
（
製
　
　
　
　
　
品
）
　
ω
〇
〇

　
○
期
末
仕
掛
品
原
価
二
五
○
。

　
　
　
　
（
仕
　
　
掛
　
　
品
）
　
2
5
〇
　
　
（
製
品
在
庫
（
変
動
）
）
　
2
5
O

　
　
　
（
諸
勘
定
の
締
切
り
の
た
め
の
）
仕
訳
は
省
部
）

第
Ⅱ
年
度

　
○
製
造
原
価
四
○
○
の
製
品
が
完
成
。

　
　
　
　
（
製
　
　
　
　
　
品
）
　
4
0
0

　
（
製
品
在
庫
（
変
動
）
）
　
4
0
0

　
　
　
　
（
製
品
在
庫
（
変
動
）
）
　
2
呂
　
　
（
仕
　
　
掛
　
　
品
）
　
Ｓ
Ｏ

　
　
　
　
期
首
の
仕
掛
品
原
庫
を
い
つ
製
品
在
庫
勘
定
に
振
り
替
え
る
べ
き
か
に
つ
い
て
は
、
Ｏ
Ｃ
Ａ
Ｍ
プ
ラ
ン
に
は
規
定
が
な
い

　
　
　
　
が
、
こ
こ
で
は
、
新
た
な
年
度
に
最
初
に
完
成
し
た
製
品
原
価
に
含
ま
れ
る
と
み
な
し
て
、
こ
の
よ
う
な
仕
訳
を
し
て
み

　
　
　
　
た
わ
け
で
あ
る
。

　
⑥
前
年
度
に
完
成
し
た
、
原
価
五
○
○
○
製
品
を
五
七
の
で
現
金
売
り
。

　
　
　
　
（
現
　
　
　
　
　
金
）
　
5
7
0
　
　
（
製
　
品
売
　
上
）
　
5
7
0

　
　
　
　
（
製
品
在
庫
（
変
動
）
）
　
5
0
0

　
（
製
　
　
　
　
　
品
）
　
5
0
0

　
⑦
製
造
原
価
六
○
○
の
製
品
が
完
成
。

　
　
　
　
（
製
　
　
　
　
　
品
）
　
6
0
0
　
　
（
製
品
在
庫
（
変
動
）
）

6
0
0
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⑧
原
価
四
〇
〇
の
製
品
を
四
七
〇
で
現
金
売
り
。

　
　
　
　
（
現
　
　
　
　
金
）
　
4
7
0

　
（
製
　
品
売
　
上
）

4
7
0

　
　
　
　
（
製
品
在
庫
（
変
動
）
）

4
0
0
　
　
（
製
　
　
　
　
品
）
　
4
0
0

　
⑨
期
末
仕
掛
品
原
価
三
五
〇
。

　
　
　
　
（
仕
　
　
掛
　
　
品
）
　
3
5
0

　
（
製
品
在
庫
（
変
動
）
）
　
3
5
0

　
こ
れ
ら
の
仕
訳
に
基
づ
い
て
元
帳
の
各
勘
定
口
座
の
記
入
を
行
な
え
ば
、
前
ぺ
Ｉ
ジ
の
よ
う
に
な
る
。

　
こ
の
具
体
的
な
処
理
の
仕
方
を
も
と
に
し
て
、
若
干
の
考
察
を
進
め
て
み
よ
う
。

　
付
加
価
値
と
い
う
も
の
は
、
も
と
も
と
、
当
期
に
販
売
し
た
生
産
物
の
価
値
と
、
購
入
し
た
原
材
料
の
庫
値
と
の
差
額
を
基
礎
に

し
て
考
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
る
に
、
実
際
に
は
、
企
業
は
、
そ
の
期
間
に
生
産
し
た
も
の
を
全
部
そ
の
期
間
内
に
市
場
で

販
売
し
つ
く
す
わ
け
で
は
な
く
、
一
部
を
ス
ト
ッ
ク
す
る
。
付
加
価
値
と
は
、
本
来
、
生
産
に
よ
っ
て
企
業
が
付
加
し
た
経
済
的
価

値
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
ス
ト
ッ
ク
分
も
、
付
加
価
値
の
創
造
に
寄
与
す
る
も
の
と
し
て
把
握
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は

言
う
ま
で
も
な
い
。

　
し
か
る
に
、
実
際
に
そ
の
構
想
を
会
計
処
理
に
移
す
場
合
に
は
、
事
態
は
そ
れ
ほ
ど
簡
単
で
は
な
い
。
な
か
で
も
、
製
品
の
前
期

繰
越
分
の
取
扱
い
方
が
、
厄
介
な
点
で
あ
ろ
う
。
Ｏ
Ｃ
Ａ
Ｍ
プ
ラ
ン
に
お
い
て
は
、
特
に
そ
の
処
理
の
仕
方
に
言
及
し
て
い
る
個
所

は
な
い
が
、
そ
の
部
分
も
ま
た
、
売
上
げ
ら
れ
た
時
に
、
通
常
の
売
上
の
場
合
と
同
様
に
、

　
　
　
　
（
製
品
在
庫
（
変
動
）
）
ｘ
ｘ
ｘ
　
（
製
　
　
　
　
品
）
ｘ
ｘ
ｘ

　
と
し
て
、
残
高
勘
定
は
そ
の
ま
ま
放
置
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
製
品
在
庫
勘
定
の
借
方
に
計
上
し
な
け
れ
ば
、
当
期
の
製
品
在
庫
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の
増
減
計
算
に
狂
い
が
生
じ
て
し
ま
う
し
、
ま
た
製
品
が
払
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
か
ら
、
製
品
勘
定
の
貸
方
へ
の
記

入
も
必
然
的
で
あ
る
。
か
く
し
て
、
た
と
え
ば
先
の
具
体
例
の
第
Ⅱ
年
度
の
場
合
、
在
庫
増
二
〇
〇
が
確
定
し
、
他
方
の
製
品
売
上

一
〇
四
〇
と
合
わ
せ
て
、
当
期
の
生
産
高
は
一
二
四
〇
と
記
録
さ
れ
る
。

　
ま
た
、
会
計
学
の
立
場
か
ら
す
る
と
、
ス
ト
ッ
ク
分
を
取
益
側
に
計
上
す
る
こ
と
か
ら
生
ず
る
未
実
現
利
益
の
計
上
が
問
題
に
な

る
。
し
か
し
、
こ
の
点
は
、
他
方
の
費
用
側
で
、
材
料
そ
の
他
の
消
費
額
、
す
な
わ
ち
当
期
製
造
原
価
の
発
生
類
を
計
上
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
ス
ト
ッ
ク
分
に
含
ま
れ
る
原
価
要
素
ー
ス
ト
ッ
ク
は
原
価
で
計
上
さ
れ
る
か
ら
、
金
額
的
に
は
、
ス
ト
ッ
ク
に
は
原

価
以
外
の
も
の
は
含
ま
れ
て
い
な
い
ー
は
相
殺
さ
れ
て
し
ま
う
か
ら
、
結
果
的
に
は
、
利
益
と
し
て
未
実
現
分
が
計
上
さ
れ
る
こ

と
は
避
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
す
な
わ
ち
、
先
の
例
で
言
え
ば
、
第
Ⅱ
年
度
の
生
産
高
と
し
て
、
売
上
一
〇
四
〇
、
在
庫
増
二
〇
〇
の
合
わ
せ
て
一
二
四
〇
を
計

上
し
て
い
る
が
、
実
際
の
当
期
の
生
産
高
は
、
原
価
で
計
上
す
る
と
。

　
　
　
4
0
0
+
6
0
0
+
3
5
0
ｌ
2
5
0
=
1
1
0
0

　
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
差
額
一
四
〇
（
＝
一
二
四
○
ー
一
一
○
○
）
は
、
原
価
五
〇
○
と
原
価
四
〇
○
の
製
品
の
売
上
利
益
で
あ
っ
て
、

こ
れ
は
実
現
し
た
も
の
で
あ
り
、
残
り
の
一
一
〇
〇
に
つ
い
て
は
、
当
期
の
発
生
原
価
と
し
て
、
費
用
側
に
計
上
さ
れ
て
い
る
は
ず

で
あ
る
。

　
か
く
し
て
、
Ｏ
Ｃ
Ａ
Ｍ
プ
ラ
ン
に
お
い
て
は
、
発
生
主
義
（
生
産
基
準
）
に
よ
り
つ
つ
、
未
実
現
利
益
を
排
除
す
る
形
で
損
益
計
算

が
遂
行
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
○
よ
う
に
し
て
、
製
品
在
庫
（
変
動
）
勘
定
の
導
入
に
よ
っ
て
、
な
る
ほ
ど
計
算
上
付
加
価
値

が
求
め
ら
れ
は
す
る
が
、
こ
の
勘
定
の
性
格
、
ひ
い
て
は
収
益
概
念
に
つ
い
て
、
依
然
と
し
て
不
明
な
点
が
残
る
こ
と
は
否
め
な
い
。
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三
ｌ
三
　
経
営
損
益
の
算
定
（
d
e
t
e
r
m
i
n
a
l
i
o
n
d
u

r
e
s
u
l
t
a
t

d
'
e
x
p
l
o
i
t
a
t
i
o
n
)

　
経
営
損
益
は
、
貸
方
に
、
上
に
計
算
さ
れ
た
「
付
加
価
値
」
と
、
七
四
「
雑
収
益
」
、
七
六
「
経
営
助
成
金
」
、
七
七
「
受
取
利
息

・
配
当
金
」
の
勘
定
残
額
と
を
、
借
方
に
、
六
四
か
ら
六
八
ま
で
の
諸
費
1
8
を
計
上
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
求
め
ら
れ
る
。

　
こ
の
セ
ク
シ
ョ
ン
に
お
い
て
は
、
付
加
価
値
概
念
と
の
関
連
に
お
い
て
、
減
価
償
却
費
の
取
扱
い
方
（
こ
の
区
分
に
含
め
て
い
る
こ

と
）
に
つ
い
て
若
干
検
討
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
上
記
三
ｌ
ニ
の
付
加
価
値
○
算
定
で
考
え
ら
れ
て
い
た
付
加
価
値
は
、
粗
付

加
価
値
で
あ
っ
て
、
減
価
償
却
費
を
こ
の
区
分
の
末
尾
に
加
え
た
と
い
う
こ
と
は
、
本
プ
ラ
ン
が
、
純
付
加
価
値
を
考
慮
外
に
置
い

て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

　
『
フ
ラ
ン
ス
国
民
経
済
計
算
』
と
い
う
書
物
の
中
で
、
ジ
ャ
ン
・
マ
ル
シ
ャ
ル
は
、
本
来
の
付
加
価
値
計
算
に
お
い
て
は
、
当
然

減
価
償
却
費
を
控
除
す
る
か
た
ち
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
「
当
期
間
の
期
首
と
期
末
に
お
け
る
企
業
の
生
産
設
備
の
価
値
を

評
庫
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
」
（
傍
点
筆
者
）
、
実
際
に
は
そ
の
操
作
は
単
純
で
は
な
い
、
と
述
べ
て
、
会
計
学
者
の
理
解
の
仕

方
に
対
す
る
経
済
学
者
の
立
場
○
へ
だ
た
り
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
Ｏ
Ｃ
Ａ
Ｍ
プ
ラ
ン
が
、
減
価
償
却
費
を
こ
と
さ
ら
付
加
価
値
構

成
要
素
と
し
た
の
は
、
な
に
も
そ
の
へ
だ
た
り
の
た
め
と
は
思
え
な
い
が
、
こ
の
、
経
済
学
者
の
理
解
の
仕
方
は
、
こ
の
種
の
プ
ラ

ン
に
と
っ
て
は
、
重
要
な
意
味
を
有
す
る
。
す
な
わ
ち
、
プ
ラ
ン
・
コ
ン
タ
ブ
ル
の
新
し
い
姿
を
い
ち
早
く
提
唱
し
て
い
る
、
ブ
ー

タ
ン
と
デ
ル
ソ
ル
の
両
氏
の
場
合
で
も
、
経
済
上
の
減
価
償
却
費
と
し
て
、
固
定
資
産
に
投
下
さ
れ
た
資
本
の
コ
ス
ト
を
意
味
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
�

と
見
ら
れ
る
利
子
分
を
含
め
た
、
設
備
資
産
の
本
来
的
・
経
済
学
的
減
価
償
却
費
の
計
上
を
薦
め
て
い
る
ほ
ど
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
彼
ら
の
提
案
も
ま
た
、
結
局
は
、
粗
付
加
価
値
の
算
出
に
甘
ん
じ
て
お
り
、
こ
れ
は
、
や
は
り
、
フ
ラ
ン
ス
の
社
会
会

計
の
側
か
ら
す
る
実
践
的
要
求
に
よ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
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三
ｌ
四
　
非
経
営
損
益
の
算
定
（
d
e
t
e
r
m
i
n
a
t
i
o
n
d
u

　
　
　
　
　
r
e
s
u
l
t
a
t

h
o
r
se
x
p
l
o
i
t
a
t
i
o
昌

　
非
経
営
損
益
の
算
定
は
、
○
八
二
の
勘
定
の
貸
方
に
○

七
〇
か
ら
○
七
八
ま
で
の
利
得
を
、
借
方
に
○
六
〇
か
ら

○
六
八
ま
で
の
損
失
を
収
容
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
な
さ
れ

る
。
異
常
な
も
の
あ
る
い
は
期
間
外
の
も
の
で
あ
る
と
い

う
点
を
除
け
ば
、
個
々
の
勘
定
に

計
上
さ
れ
る
も
の
は
、
こ
れ
ま
で

に
見
て
来
た
費
用
・
収
益
の
各
勘

定
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
る
と
こ
ろ
が

な
い
。
た
だ
、
○
七
三
の
「
固
定

な
い
し
移
転
費
用
」
勘
定
は
「
費

用
」
勘
定
が
「
利
得
」
の
中
で
扱

わ
れ
て
い
る
点
て
非
常
に
特
殊
な

も
の
で
あ
る
。

　
上
に
示
し
た
よ
う
に
、
○
七
三

の
勘
定
を
構
成
す
る
も
の
は
、
印
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固
定
費
用
、
㈲
第
三
者
に
課
し
う
る
費
用
、
お
よ
び
㈲
固
定
資
産
譲
渡
に
関
す
る
費
用
の
三
つ
で
あ
る
。

　
二
〇
「
固
定
費
用
」
勘
定
の
規
定
を
見
る
と
、
数
期
間
に
繰
延
べ
る
べ
き
費
用
は
、
次
の
仕
訳
を
経
て
期
末
に
確
定
さ
れ
る
。
た

と
え
ば
、
そ
の
固
定
費
が
「
開
発
費
」
で
あ
る
場
合
に
は
、

　
　
　
　
（
開
　
発
　
費
）
×
×
×
　
　
（
繰
延
固
定
費
）
×
×
×

　
す
な
わ
ち
、
支
出
時
に
処
理
し
た
損
失
勘
定
は
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
い
て
、
貸
方
は
、
別
個
に
○
七
三
勘
定
を
機
能
さ
せ
る
の
で

あ
る
。
そ
の
結
果
、
固
定
費
と
し
て
繰
延
べ
る
べ
き
費
用
は
、
○
六
に
属
す
る
勘
定
を
用
い
て
全
額
当
期
分
と
し
て
処
理
し
、
そ
の

う
ち
か
ら
次
期
以
降
に
繰
延
べ
る
べ
き
分
を
、
利
得
側
に
別
勘
定
を
用
い
て
計
上
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
計
算
結
果
的
に
当
期
分
を

限
定
す
る
こ
と
に
な
る
。
先
に
見
た
当
期
製
造
原
価
の
場
合
と
同
様
の
姿
勢
が
見
ら
れ
る
。

　
㈲
の
第
三
者
に
課
し
う
る
費
用
、
㈲
の
固
定
資
産
譲
渡
に
伴
う
費
用
の
場
合
に
も
同
じ
よ
う
な
こ
と
が
言
え
る
わ
け
で
、
こ
の
利

得
勘
定
は
、
本
来
の
利
得
勘
定
で
は
な
し
に
、
損
失
の
相
殺
勘
定
と
し
て
、
た
ま
た
ま
損
失
と
は
反
対
側
の
利
得
側
に
表
わ
れ
て
い

る
に
過
ぎ
な
い
と
言
う
べ
き
で
あ
る
。
も
し
こ
の
解
釈
が
正
し
い
と
す
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
処
理
の
仕
方
は
、
誤
解
を
生
み
や
す
い

ば
か
り
で
な
く
、
概
念
の
統
一
的
解
釈
を
困
難
に
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
余
り
望
ま
し
い
方
法
で
は
な
い
。

　
三
ｌ
五
　
固
定
資
産
譲
渡
損
益
の
算
定
（
a
t
e
r
m
m
a
t
i
o
n

d
e
s

r
e
s
u
l
t
a
t
s

s
u
r

c
e
s
s
i
o
n

d
'
e
l
e
m
e
n
t
s

d
'
a
c
t
i
f
s
i
m
m
o
b
i
l
i
s
e
s
)
お
よ

び
企
業
利
潤
税
の
算
定
（
d
e
t
e
r
m
i
n
a
t
i
o
n

d
e

l
'
i
m
p
o
t

s
u
r

l
e

r
e
s
u
l
t
a
t
)

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
§

　
こ
れ
ら
の
算
定
は
、
「
こ
れ
ま
で
、
会
計
以
外
の
補
足
的
資
料
に
よ
っ
て
し
か
提
供
さ
れ
な
か
っ
た
情
報
を
構
成
す
る
」
も
の
で

あ
る
、
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
だ
け
で
、
損
益
計
算
上
あ
え
て
固
有
の
セ
ク
シ
ョ
ン
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
必
然
性
に
つ

い
て
は
、
な
に
も
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
。
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し
か
し
、
こ
の
固
定
資
産
譲
渡
損
益
に
つ
い
て
は

付
加
価
値
に
関
係
な
い
損
益
と
い
う
こ
と
で
独
立
せ

ざ
る
を
え
な
い
と
も
言
え
る
し
、
ま
た
、
最
終
的
に

可
処
分
損
益
を
求
め
る
の
で
あ
れ
ば
、
企
業
利
潤

ら

を
計
上
す
る
必
要
性
が
存
す
る
。
な
お
、
こ
こ
で
ひ

と
こ
と
注
意
し
て
お
き
た
い
の
は
、
固
定
資
産
の
譲

渡
に
伴
う
利
益
と
損
失
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、

≪
p
l
u
s
-
v
a
l
u
e
^

<
^
m
o
i
n
s
-
v
a
l
u
e
^
と
い
う
タ
ー
<

ム
を
あ
て
て
お
り
、
そ
れ
ら
が
特
殊
な
損
益
で
あ
る

こ
と
を
強
調
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　
三
ｌ
六
　
税
引
前
純
損
益
の
算
定
（
d
e
t
e
r
m
i
n
a
-

t
i
o
n

d
u

r
e
s
u
l
t
a
t

n
e
t

a
v
a
n
t

i
m
p
o
t

s
u
r

l
e

r
e
s
u
l
t
a
t
)

お
よ
び
当
期
純
損
益
の
算
定
(
d
e
t
e
r
m
i
n
a
t
i
o
n

d
u

r
e
s
u
l
t
a
t

n
e
t

d
e

l
a

p
e
r
i
o
d
e

a

a
f
f
e
c
t
e
r
)

　
か
く
し
て
、
各
損
益
算
定
勘
定
で
求
め
ら
れ
た
損

益
額
は
、
八
五
の
「
税
引
前
純
損
益
の
算
定
」
勘
定

に
集
め
ら
れ
、
そ
の
合
計
額
と
企
業
利
潤
税
と
に
よ
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っ
て
、
「
当
期
純
損
益
の
算
定
」
が
な
さ
れ
る
。
そ
し
て
八

七
〇
の
勘
定
残
額
は
、
○
八
七
五
の
「
当
期
可
処
分
損
益
」

　
C
r
e
s
u
l
t
a
t

n
e
t

e
n

a
t
t
e
n
t
e

d
'
a
f
f
e
c
t
a
t
i
o
己
勘
定
に
振
替
え

ら
れ
、
貸
借
対
照
表
上
に
記
載
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の

こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
こ
に
、
損
益
計
算
は
そ
の
全
過
程
を
終

え
る
。

― 177 －



－178－



　
　
　
　
　
　
四
　
結
　
　
び

　
以
上
の
よ
う
な
損
益
計
算
の
過
程
は
、
次
に
掲
げ
る
よ
う
な
モ
デ
ル
に
ょ
っ
て
、
損
益
計
算
書
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
る
こ
と
に
な

る
。

　
か
く
し
て
求
め
ら
れ
た
、
当
期
可
処
分
損
益
の
処
分
は
次
の
よ
う
な
形
で
な
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
株
主
総
会
等
の
決
議
に
よ
る

処
分
の
際
に
は
、
先
の
○
八
七
五
の
金
額
は
、
別
の
勘
定
に
振
替
え
る
こ
と
を
せ
ず
に
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
き
、
利
益
処
分
額
を
直

接
八
七
五
「
前
期
損
益
処
分
」
勘
定
に
記
入
す
る
。
そ
し
て
、
○
八
七
五
と
八
七
五
の
勘
定
間
の
金
額
的
な
差
は
、
「
繰
越
金
」
（
r
e
-

p
o
r
ta
n
o
u
v
e
a
u
）
と
し
て
次
期
に
繰
越
さ
れ
る
が
、
そ
こ
ま
で
の
記
入
を
株
主
総
会
が
開
か
れ
た
際
に
行
な
う
。
そ
の
結
果
、
○

八
七
五
と
八
七
五
と
は
、
貸
方
・
借
方
反
対
で
は
あ
る
が
金
額
的
に
均
衡
を
見
る
の
で
、
期
末
に
、
反
対
記
入
を
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
「
相
殺
」
の
手
続
き
を
と
る
。
仕
訳
に
よ
っ
て
示
せ
ば
、
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
。

　
株
主
総
会
時

　
　
　
　
（
前
期
損
益
処
分
）
×
×
×
　
（
社
　
　
　
　
員
）
ｘ
ｘ
ｘ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
積
　
立
　
金
）
ｘ
ｘ
ｘ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
繰
　
越
　
金
）
×
×
×
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期
末
に
お
い
て

　
　
　
　
（
当
期
可
処
分
損
益
）
ｘ
ｘ
ｘ
　
（
前
期
損
益
処
分
）
ｘ
ｘ
ｘ

　
　
　
　
　
　
※
μ
訪
召
�
ぶ
映
４
参
政
ク
埓
期
○
勁
財
鸚
４
ｙ
６
・

　
以
上
で
、
わ
れ
わ
れ
は
、
損
益
計
算
書
関
連
科
目
の
検
討
を
ひ
と
と
お
り
終
え
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
あ
と
、
稿
を
改
め
て
、
現

行
の
フ
ラ
ン
ス
の
プ
ラ
ン
・
コ
ン
タ
ブ
ル
と
の
相
違
点
な
ど
を
詳
さ
に
検
討
す
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
点
の
報
告
を
、
日
本

会
計
研
究
学
会
の
大
会
を
通
し
て
試
み
、
ま
た
、
そ
の
報
告
が
近
く
『
会
計
』
誌
上
で
公
表
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
０

Ｃ
Ａ
Ｍ
プ
ラ
ン
に
関
す
る
検
討
は
、
こ
の
辺
で
ひ
と
ま
ず
終
り
と
し
た
い
。
し
ば
ら
く
の
間
、
近
く
公
表
さ
れ
る
と
み
ら
れ
る
プ
ラ

ン
・
コ
ン
タ
プ
ル
の
改
正
案
を
待
ち
た
い
と
思
う
。
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